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新 春 イ ン タ ビ ュ ー

◯　新体制となり目指したいこと、取り 
　組みたいことは。

（議長）　目指したいことは、市民に信頼
　される議会体制にし、市民の期待に応
　えられる議会へとしっかりと構築して
　いきたい。22 人の議員全員が「チーム
　市議会」としてまとまり、議会活動に
　しっかり取り組んでいく。
　　また、取り組みたいことは、デジタ
　ル化である。本市は議会も行政もデジ
　タル化が遅れているので、スピード感
　をもって早急に進めていきたいと考え
　ている。
（副議長）　議長のサポートが、副議長と
　して一番の任務であると思っている。
　それと同時に、市民本位の議会活動を
　行っていきたい。議長のやる気が感じ
　られるので、全力でサポートしていき
　たい。

◯　この度、委員長・副委員長勉強会を
　開催したが、それはやる気を現したも
　のか。

（議長）　地方議会は委員会中心主義と言
　われる。委員会審査には専門的な知識
　が必要であり、　詳細な審査をしなけれ
　ばならないので、委員長と副委員長の
　責任は重大と考えている。その責務を
　全うするために、説明を行い、意見交
　換をした。さらに、今までの議会は監
　視機能が中心であったが、政策討論会
　を開催して、政策立案機能を強化して
　いきたい。
（副議長）　それぞれの常任委員会で課題
　がある。委員会中心主義だからこそ、　
　今回の委員長・副委員長勉強会を契機
　として、良い方向に進むようにしてい
　きたい。それが市民のためだと考える。

　改選後、初めての議会だより発行に当たり、広報特別委員会では新しく就任された
髙松秀樹議長、中村博行副議長にインタビューを行いました。これからの議会の方向
性や思い、市民の皆さんへのメッセージをお届けします。

（聞き手：森山喜久広報特別委員長、福田勝政副委員長）

新議長・副議長に聞く!
〜新体制でスタート！新市議会〜

■  市民の期待に応えられる
　 議会へ

■  委員会審査のランク
   アップを
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◯　市民の皆さんへ一言を

（議長）　議会に対して興味を持ってもら
　いたい。自分たちの選んだ議員がどの
　ような活動をしているのかを選挙のと
　きだけでなく、４年間の活動を見ても
　らいたい。市議会モニターになった方
　から「議員はよくやっていると気付い
　た」との声を聴く。その評価に応える
　ためにも、議員は問題意識をもって取
　り組んでいく。
（副議長）　議長と副議長との二人三脚で、
　公平中立な議会運営を進めていきたい。

　市民の期待に応えられる議会になるよう、
議会活動にしっかり取り組むことを確認し、
インタビューを終わります。

※全議員の顔写真（議員名簿）は、　

　こちらからご覧いただけます →

　総務部、企画部、監理室、大学推進室、教育
委員会の所管に属する事項などを担当します。
◦委員長　長谷川知司 
◦副委員長　宮本　政志
◦委　員　伊場　　勇　  岡山　　明　　
　　　　　笹木　慶之　  古豊　和惠　
　　　　　前田　浩司

　市民部、福祉部、病院局の所管に属する事項
を担当します。
◦委員長　松尾　数則 
◦副委員長　白井健一郎 
◦委　員　大井淳一朗　  奥　　良秀 
　　　　　福田　勝政　  山田　伸幸 
　　　　　吉永　美子

　経済部、建設部、水道局、農業委員会の所管
に属する事項を担当します。
◦委員長　藤岡　修美
◦副委員長　中岡　英二 
◦委　員　恒松　恵子　  中島　好人 
　　　　　中村　博行　  森山　喜久
　　　　　矢田　松夫

　一般会計の予算及び決算に関する事項を担当
します。
◦委員長　中村　博行 
◦副委員長　長谷川知司 
◦委　員　議長を除く全議員で構成

　10 月臨時会において、議会運営委員会お
よび常任委員会の構成も新たなメンバーが
選任されました。

　議会運営全般について協議し、意見調整を図
るための委員会です。
◦委員長　大井淳一朗 
◦副委員長　宮本　政志
◦委　員　伊場　　勇　  笹木　慶之　　
　　　　　森山　喜久■  市議会に興味をもって

髙松　秀樹　議長 中村　博行　副議長

委員会構成

 委員会の所属委員を紹介します
お知
らせ

　総務文教常任委員会

　民生福祉常任委員会

　産業建設常任委員会

　一般会計予算決算常任委員会

　議会運営委員会
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基
本
構
想

基本計画

実施計画

実施計画

　第二次山陽小野田市総合計画は、社会情勢の変化に対応するため、4 年に一度見直すこととなって
います。このたびの見直しでは、「活力と笑顔あふれるまち」の実現に向け、今年度で終了する前期
基本計画に変えて中期基本計画を策定するとともに、計画内に「協創によるまちづくり」の考え方を
織り込みながら改訂することが示され、議長を除く全議員による「総合計画審査特別委員会」を設置
し慎重審査しました。

地域を創る　　 1. 新たな地域づくり　　2. 災害に強いまちづくり

ひとを創る　　 1. 子育て支援の充実　　2. 学校教育の推進・小中高大の教育連携　
　　　　　　　  3.「協創によるまちづくり」の担い手づくり

まちの価値を創る  1. 移住・定住・交流の促進　　2. 文化・スポーツの振興
　　　　　　　     3. 官民連携の推進　　　　　   4. 地域経済の活力増進

・デジタル化の推進
・山口東京理科大学との連携
・スマイルエイジングの推進

基本構想 市の将来都市像とそれを実現するためのまちづ
くりの基本的な方向性を示すもの

基本計画 基本構想の実現に向けて必要となる施策を分野
別に示すもの

実施計画 基本計画に掲げる施策の目的を達成するための
具体的な事業を示すもの

協創によるまちづくり
第二次山陽小野田市総合計画

 活力と笑顔あふれるまち
  「スマイルシティ山陽小野田」

◎総合計画の構成

◎重点プロジェクト（3 つの創る）

3 つの横断的施策

将来都市像
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分科会からの報告を基にした修正案は全員賛成
修正した部分を除く原案は賛成多数で可決されました

　全体での審議の後、基本構想、総務文教、民生福祉、産業建設の 4 つの分科会に分かれて所管する
分野について慎重審議を行いました。その結果、中期基本計画における基本施策の表現の適正化およ
び目標指標、評価指標の設定内容の明確化または他の指標への変更活用などの理由により、30 項目
について修正を行いました。

①　本市の地域資源である山陽オートレース場やゴルフ場といったレジャー産業
　の振興は、活力とにぎわいを生み出し、交流人口の増加につながるものである
　ことを考慮し、今後の施策として取り組むべきである。
②　文化財の保護および効果的な活用に努め、市民に広く周知し、郷土愛の醸成
　を図るため学芸員の増員・育成に努めるべきである。
③　農林水産業の施策の推進は、前期計画より後退した印象は否めない。次回計
　画からは、農業、林業、水産業について個別の施策を設定すべきである。

※３R … 発生・排出抑制 ( リデュース )、再使用 ( リユース )、再生利用 ( リサイクル )
   ５R … ３R に、不要なものは断る（リフューズ）、修理（リペア）を加えたもの

ひとを創る　　 1. 子育て支援の充実　　2. 学校教育の推進・小中高大の教育連携　
　　　　　　　  3.「協創によるまちづくり」の担い手づくり

修 正 内 容 修 正 理 由

障がいがある子どもに対する切れ目のない支
援の必要性に関する記述を追加する

障がい者だけでなく、障がいがある子どもに関
する項目も明記すべき

廃棄物の３R を５R に改める
2029 年のあるべき姿とすれば、廃棄物の３R
ではなく５R を目指すべき

耐震化促進件数を民間木造住宅の耐震診断件
数と民間木造住宅の改修件数と項目を分ける

診断件数と改修件数を明確にすべき

厚狭駅南部地区の居住人口を居住・定住人口
に改める

定住促進を目指す観点から、居住・定住人口と
すべき

協創によるまちづくり ・・・基本構想の改訂・中期基本計画の審査

主な意見

＜各分科会で集中審議＞

＊主な修正点
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公　民　館 地域交流センター

設置主体 　教育委員会 　市長部局

根拠法令 　社会教育法、地方自治法 　
地方自治法

設置根拠 　市公民館条例 　
市地域交流センター条例

メリット

 ・生涯学習機会の提供  ・多種多様な生涯学習
 ・地域づくりの自由な活動の場
 ・住民や企業等が自由に利用できる場
 ・地域福祉増進の取組みが自由にできる場
 ・行政全般の関わりの強化

デメリット

 ・営利目的利用禁止に伴う地域活動
　の限定
 ・有償講座禁止に伴う学習機会の
　範囲の限定

 ・名称の変更や公民館活動に影響が生じる
　ことに対する住民の不安感

　令和 4 年度から教育委員会が所管する公民館
を市長部局に移管し、福祉会館機能を統合、拡
充した多機能型の地域交流センターを設置する
内容の議案が上程されました。
　利用者にとって重要な変更であるとともに、
総務文教常任委員会、民生福祉常任委員会の双
方に関連することから、連合審査会を開いて慎
重審査をしました。

　各地域の特性に応じて直面する課題は様々で、空き家問題、担い手不足、交通手段の確保など分野
が幅広く、所管する担当部署も多岐にわたります。こうした地域課題の解決に向けて取り組み、持続
可能な地域社会を実現するためには、そのための活動の拠点が必要です。
　そこで、現在の公民館機能を維持しつつ、協創によるまちづくりの拠点に進化・発展するための施
設として地域交流センターを設置するものです。　

今年 4 月から
スタート予定 公民館を地域交流

連合審査会を開催

地域交流センターの設置目的

公民館と地域交流センターとの比較

連合審査会の様子
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主な質疑
 Q  営利企業等が入ってくることにより、公

　民館活動に支障は生じないか。
 A  現在の利用者が利用できなくなるという

　ことは基本的にないと考えている。
 Q  公民館によっては、地域住民が使えなく

　なる部屋が出てくるのではないか。
 A  予約期間に差を設けるなど、地域住民が

　優先的に予約できる体制を整えていく。
 Q  センター長の役割は何か。
 A  地域のコーディネーターとしての役割を

　担ってもらう。
 Q  教育委員会と市長部局が一体的になって

　運営できる体制を取るべきではないか。
 A  センター長については、教育委員会の職

　員と併任にし、担当部署の提案を受け入
　れる体制を取っていく。

 Q  老朽化あるいはバリアフリー化ができて
　いない公民館の改修はどうするのか。

 A  状況を確認しながら、必要に応じて増床
　や建て替え等を検討していきたい。

 Q  センター化と地域運営組織との関連性は
　どうなのか。

 A  全く無関係ではない。将来的に地域運営
　組織の活動拠点ということも考えられる。

 Q  地域運営組織の内容や予算の使われ方に
　ついて議会のチェックが行き届くのか。

 A  議会の意見等をもらう場をしっかり設け
　たい。

１　社会教育の推進に重要な役割を果たしてきた公民館の機能を維持するとともに、
　　地域課題の解決に向けた体制づくりを全庁的に進めること
２　持続可能な地域社会の実現を図るという地域交流センターの設置目的に沿うよ　
　　う、公共性の担保に留意した運営をすること
３　公民館の利用者や関係団体などに対して地域交流センターに関する丁寧な説明を
　　行い、理解を得ること
４　更なる地域の活動拠点として位置づける以上、早期の予算措置を含め、利用者に
　　とって使いやすい施設の整備に確実に取り組み、利用促進を図ること

　審査を終え、「市民の理解を得ていないことを理由に反対する」「より使いやすい施設になること
を期待して賛成する」旨の討論がありましたが、賛成多数で可決されました。
　なお、「議案第 87 号山陽小野田市地域交流センター条例の制定について」に対して下記のとおり
附帯決議案が提出され、全会一致で可決されました。

※附帯決議とは … 可決された議案に対し、意見・要望・留意事項を述べるために提出されるもの　

センターへ移行！

附帯決議を全会一致で可決

附帯決議文
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◉自転車等駐車場の設置及び管理に関する条
　例の制定
概要　市内の駅周辺にある市が管理する自転
　車等駐車場の位置を明確にし、駐車秩序を
　確立することで、街の美観を維持するとと
　もに利用者の利便性の向上を図るため制定
　するものです。

◉環境衛生センター長期包括運転管理事業請
　負契約の締結
概要　ごみ焼却施設の安定的な運営並びに施
　設および設備の長寿命化を図るため、施設
　の運転管理、維持補修等を一括して委託す
　る長期包括方式による請負契約を株式会社
　日本管財環境サービス中国支店と締結する
　に当たり、条例に基づき議会の議決を求め
　るものです。 
主な質疑
 Q  公募型プロポーザルに参加した企業は何 
　　社いたのか。　
 A  問い合わせは 3 社程度からあったが、参

　加資格申請書を提出した企業は、受託者
　のみであった。

 Q  地域貢献として、受託者は地元から何人
　雇用しているのか。　

 A  運転管理従事者 27 人のうち、約半数に当
　たる 10 数人を雇用している。

 Q  契約期間をなぜ 8 年としたのか。　
 A  ごみ焼却施設は 15 年目を目途に大掛かり

　な改修をする必要があり、現在７年目の
　ため残り８年間を契約期間とした。

 Q  ８年後の大規模修繕工事の予定は。　
 A  今回の受託者が劣化の状況を確認し、更

　新計画を提出する。損傷が少なければ大
　掛かりな改修をしなくてもよいが、設備
　の総入れ替えのような工事になれば数十
　億円かかる工事になる。今後 8 年間の状
　況を見ながら検討・実施したい。

結果　全員賛成

主な質疑
 Q  「設置及び管理」となっているが、管理と
　　は自転車だけか。駐輪場の建物も含んで
　　いるのか。
 A  10 カ所の駐輪場に附帯する全ての施設を

　含んでいる。
 Q  台数管理のできる機械の導入を考えては
　　どうか。
 A  今ある設備を優先的に更新して、長期的
　　に検討していきたい。
 Q  防犯登録されていない自転車も日数が経

　過したら撤去されるのか。　
 A  放置自転車の確認ができたら、防犯登録

　の有無にかかわらず市に持ち帰り保管す
　る。その後、警察に調査をお願いし、所
　有者不明の場合は連絡ができないので市
　が保管し、6 ヵ月が過ぎれば処分する。

結果　全員賛成

ごみ焼却施設の管理者決定

民 

生 

福 

祉
・
産 

業 

建 

設

駐輪場の位置を明確に

雀田駅の駐輪場

モニター室での操作の様子
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一
般
質
問

　　埴生小・中学校までのスクールバ
　　ス運行は、安全安心を最優先した
請負契約、停留所の確保や間合い運行
利用など万全の体制で臨んでいるのか。

Q

昨年 10 月に三つの選挙が行われ
たが、投票率の状況・動向はどう

だったのか。

Q

　　統合まで多くの準備があり、丁寧
　　に進めていきたい。「ねたろう号」
との路線バスの利用運行も考えたが、
運行時刻と学習時間がかみ合わないこ
とが多く、対応が難しく課題がある。
委託契約は地元で実績のある業者に運
行させるが、児童数やバスルートなど
大幅な変更が必要なときは、契約の解
除・変更等も可能にしたい。乗降場所
は 6 カ所と決めた部会の意見を優先・
尊重したが、小学校へ集合したい希望
が出れば考えていく。また、バスの学
校以外の用途使用は、各課と調整し予
算要求をしていく。

A

　　投票率は市議会議員選挙が 47.73％
　　で 7.68 ポイント減少、参議院補欠
選挙では 31.36％で 3.27 ポイント減少、
衆議院小選挙区選挙では 47.59％で前回
より 5.69 ポイント減少した。1 カ月に
三つの選挙となり、また参議院・衆議
院選挙においては急に日程が決まった
ことが原因であると考えている。

A

　　校服は上履きを含めて補助すべきであり、
　　市内店舗で購入するよう保護者に求めるべ
きでないか。

Q

　　高校や大学を回って投票を行う移動投票所
　　を設ける考えはあるか。
Q

　　移動投票所ということは、通信回線が無線
　　での対応になる。高度なセキュリティーが
必要なシステムであることから、現在のところ
困難であると考えている。

A

　　校服の購入は 100％補助するが、上履きは
　　含めていない。市内販売店一覧表を保護者
へ配布する。

A

　　大型商業施設への期日前投票所の設置準備
　　はどこまで進んでいるのか。
Q

　　大型商業施設での投票を行うために必要と
　　なる通信環境の整備を行っている。今年予
定している参議院選挙から期日前投票を開始で
きるよう調整を図っている。期間は、投票日の
前日及び前々日となる金曜日、土曜日で行う予
定で検討している。

A

【今回の一般質問】
・一人一台端末の問題点は
・小中一貫校と連携校の差異
・厚狭小学校舎の老朽化

津布田小廃校は
万全の体制なのか

未来を最優先した「廃校」なのか

矢矢や
た
ま
つ
お

や
た
ま
つ
お

田
松
夫

田
松
夫
議
員
議
員

不
安
が
残
る
廃
校

大型商業施設で
期日前投票所開設

岡岡お
か
や
ま
あ
き
ら

お
か
や
ま
あ
き
ら

山
明
山
明
議
員
議
員

【今回の一般質問】
・投票環境の改善
・トイレの環境整備

投
票
率
向
上

期日前投票所ができる大型商業施設

議
会
中
継
ペ
ー
ジ
を

チ
ェ
ッ
ク

10 

名 

の 

議 

員 

が 

質 

問 

し 

ま 

し 

た

校服の購入は市内業者を求める

移動・共通投票所の設置を希望！
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一
般
質
問

　　防衛省はこれまで宇宙空間のごみ
　　の監視は、「日本の衛星にぶつから
ないようにするため」と言ってきたが、
監視対象の宇宙空間には問題になるよ
うな宇宙ごみはほとんどないことが明
らかになった。防衛省の資料を見ても
宇宙ごみは問題にされておらず、他国
の軍事衛星のことばかりだ。市はいま
だに当初の説明を信じているのか。

Q

　　公共墓地の整備計画はあるのか。Q

　　監視する空間にも機能停止衛星や 
　　キラー衛星などがあり、これにご
みが衝突して新たに宇宙ごみとなるの
で、デブリ監視も重要な役目であると
説明を受けている。

A

　　市営墓地は市内に 4 カ所あり、定
　　期的に募集しているが区画数が不
足することはなく、逆に将来の維持管
理を考え、墓じまい等で返却される区
画が多い。現在、お寺所有の納骨堂利
用が多く、公共の合祀墓等の相談はな
く、新たな公共墓地は計画していない。

A

　　以前の説明ではレーダー施設から  
　　漏れる電波はほとんどないとして
きたが、資料の説明図に漏れ出る電波
が描かれている。この電波によって、
住民の健康を害すのではないのか。

Q

　　小野田霊園未整備区域内の市有地
　　整備計画はどうなっているのか。
Q

　　住民の健康や携帯の電波などへの影響につ
　　いては、建設されて電波照射の実測値でな
ければ判断できない。

A

　　令和 3 年 2 月 5 日の都市計画審議 
　　会において、小野田霊園区域を 47
％に縮小している。未整備区域の市有
地は山林等が多く、すぐには活用でき
る状況ではないが、関係部署と協議し、
早めに活用を検討したい。

A

　　跡地利用がなくても、今回役目を終えた旧
　　小野田斎場を荒んだ状態のままにしておく
ことは、地域一帯の景観および環境の悪化を招
いている。環境保全のために早期の解体整備を
行うべきではないか。

Q

　　市は、防衛省が発表したデータを受け入れ
　　て市民に伝えるスピーカーではないのか。
Q

　　解体の方向で、担当課としても実施計画や
　　予算要求はしているが、市全体の計画を立
てる中で、先延ばしとなっている状態である。

A

　　防衛省はレーダーの運用が始まる前に総務
　　省の確認を受けるとしており、市も注視し
ていきたい。

A

議
会
中
継
ペ
ー
ジ
を

チ
ェ
ッ
ク

【今回の一般質問】
・宇宙監視レーダー
・新型コロナウイルス感染対策

宇宙監視レーダー
の目的が違う

建設が進むレーダー施設

山山や
ま
だ
の
ぶ
ゆ
き

や
ま
だ
の
ぶ
ゆ
き

田
伸
幸

田
伸
幸
議
員
議
員

防
衛
省
の
言
い
な
り

市は防衛省のスピーカーか

旧小野田斎場の
早期解体整備を

長長は
せ
が
わ
と
も
じ

は
せ
が
わ
と
も
じ

谷
川
知
司

谷
川
知
司
議
員
議
員 【今回の一般質問】

・霊園整備を含む墓地計画
・公共トイレの洋式化
・公共施設の解体計画

景
観
・
環
境
保
全
を
荒んだ旧施設は地域環境を破壊する

公共施設が景観・環境整備を阻害
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一
般
質
問

　　第二次総合計画・中期基本計画の
　　重点施策として「災害に強いまち
づくり」が掲げられており、これは国
が定めた「防災・減災、国土強靭化の
ための 5 か年加速化対策（令和 3 ～ 7
年度）に沿ったものと伺えるが、施策
等をどのように進めるのか。

Q

　　人工内耳装用児の成長過程で必要
　　となる装具費に対しての本市の理解
と他市の支援状況はどうか。

Q

　　市は、令和 3 年度に国土強靭化地  
　　域計画を策定した。国の定めた計
画に基づき防災対策に力を傾注するこ
ととし、さらに中期基本計画の重点プ
ロジェクトに「災害に強いまちづくり」
として位置づけた。人命保護を最大限
図り、財産等の被害を最小限にとどめ
ることを基本とし、「逃げ遅れゼロ」を
目指す市長の強い思いを具現化した。

A

　　成長過程で買い替えが必要なイヤ 
　　モールドや、電池代等の消耗品が
年間に 10 万円程度、また耳に掛ける体
外装置の買い替えには 100 万円程度の
費用がかかり、県内では 5 市が独自に
補助制度を設けている。本市では、国
の制度である体外装置の買い替えや修
理に対して 3 万円の補助のみを行って
いる。

A

　　義務教育の就学時に難聴児のための難聴学
　　級を設置する考えはあるか。
Q

　　公共施設 32 カ所にＪアラートを設置し、
　　4 月から運用開始で対応力が強化できた
が、民間施設への設置のお願いはどうなったか。

Q

　　現在、市内には設置していないが、保護者
　　からの相談があれば市の教育支援委員会で
審議し、難聴学級での就学が適正であれば県に
要望を行い、認可が下り次第、難聴学級を設置
する制度がある。

A

　　以前、そのように回答したが、まず大津波
　　警報の発令に注意喚起することが重要であ
ることから、現在海岸線沿いに屋外スピーカー
の増設を検討している。

A

　　本市独自の補助制度の拡充に向けての考え
　　はあるか。
Q

　　消防団組織は、3 方面隊、13 分団であるが、
　　当面変更はないか。
Q 　　他の補装具と比べ、人工内耳に関する消耗

　　品等は公的給付の対象になっていない。こ
のことを国に要望していくことも踏まえ、「子
供の成長」と「言語の成長」という観点から、
本市としてできることを真剣に考えていきた
い。

A

　　支障はないので現状で進めていく。A

議
会
中
継
ペ
ー
ジ
を

チ
ェ
ッ
ク

【今回の一般質問】
・災害に強いまちづくり
・効率・効果的なまちづくり
・脱炭素社会にむけた取組

市民を守る
「逃げ遅れゼロ」

笹笹さ
さ
き
よ
し
ゆ
き

さ
さ
き
よ
し
ゆ
き

木
慶
之

木
慶
之
議
員
議
員

国
土
強
靭
化
計
画

【今回の一般質問】
・人工内耳装用児への補助
・「当たるんです」の拡充
・きららビーチ焼野への出店

聞こえを助ける
人工内耳

人
工
内
耳

伊伊い
ば
い
さ
む

い
ば
い
さ
む

場
勇
場
勇
議
員
議
員

屋外スピーカー

議
会
中
継
ペ
ー
ジ
を

チ
ェ
ッ
ク

屋外スピーカー増設（大津波対策）

補助制度の拡充、認知の向上
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一
般
質
問

　　市内水道管の老朽化状況はどうか。Q

　　学校から保護者へ、和式トイレの
　　使い方について練習させてくださ
いとの話があったと、来年小学校に入
学する子どもがいる家庭からの声を聞
いたが、若い親の家庭で、和式トイレ
を使用しているケースがどれだけある
だろうか。小学校低学年が使うトイレ
の洋式化を急ぐべきではないか。

Q

　　昭和 40 年から 50 年代の高度経済
　　成長期に普及率向上のため、給水
区域に管路の新設と給水人口の増加へ
の対応として基幹管路の拡張事業を実
施した。当時布設した管路が法定耐用
年数の 40 年を経過してきている。今後、
大量の管路の更新事業が必要になる。

A

　　トイレの洋式化については積極的に取り組
　　み、快適な教育環境、学校での児童生徒の
生活環境の向上に努めていきたい。低学年の児
童が使用するトイレを優先的に進めてはどうか
という意見であるが、どこから進めていくのが
よいのか、学校と相談しながら洋式化を進めて
いきたい。

A

　　水道管の更新工事の費用と更新計画はどう
　　なっているか。
Q

　　厚狭小学校のように簡易トイレ等での対応
　　はできないか。
Q

　　工事費は 1km 当たり約 1 億から 2 億円か
　　かり、人件費や資材の高騰により毎年高騰
している。また、年間約 4km の更新工事を施
工しているが、全部更新するには 100 年以上
かかると思う。年間更新距離を少しでも伸ばし
ていきたいと考えている。

A

　　できれば、今あるトイレをただ入れ替える
　　だけではなく、ある程度の広さを確保して、
快適に使えるような環境にあることが望ましい
のではないかと考えている。

A

　　早期の予算措置について、市長の考えはど
　　うか。
Q

　　耐用年数を超えた水道管は今後も増加して
　　いく。更新費用も増加傾向の中、抜本的な
対策はあるのか。

Q

　　国平均 57％、県平均 37％、市平均 27％と
　　いう実情もしっかり受け止めている。今後
は、施設全体の整備を考える中で、トイレの洋
式化についても協議を進めていきたい。

A

　　なかなか抜本的な方法は難しい。毎年の更
　　新延長を少しでも伸ばす方向でいるが、財
政状況もあり、財源確保しながら考えていきた
い。また、現在布設している水道管は法定耐用
年数の 1.5 倍から 2 倍の長寿命管を埋設してお
り、将来的な更新事業費は削減できると考えて
いる。

A

議
会
中
継
ペ
ー
ジ
を
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ェ
ッ
ク

【今回の一般質問】
・水道管の老朽化
・空き家の管理

安心・安全な水は
市民の財産

奥奥お
く
よ
し
ひ
で

お
く
よ
し
ひ
で

良
秀
良
秀
議
員
議
員

長
寿
命
化

市民の声には
敏感に

吉吉よ
し
な
が
よ
し
こ

よ
し
な
が
よ
し
こ

永
美
子

永
美
子
議
員
議
員

【今回の一般質問】
・市民の声
・通学路の安全対策
・選挙の投票率の向上　など

市
民
の
声

和式のままの低学年のトイレ

水道管更新工事の様子

安定的な財源確保が必要

子どもたちのための予算確保を！
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一
般
質
問

　　子育て支援に関する情報公開は十
　　分か。
Q

　　コロナ禍で生活困窮者が増えたた
　　め、厚労省は制度を正しく理解し、
必要時に利用してもらえるよう「生活
保護制度を必要とする可能性は誰にで
もあるので、ためわらずに自治体に相
談してください」と 4 月にリーフレッ
トを新しくした。本市の利用者が減少
傾向にあるのは利用しにくい仕組みに
あるのではないか。「生活保護のしおり」
に「生活保護の申請は国民の権利です」
と書き込むなど分かりやすくする必要
があると思うが、どう考えているか。

Q　　市は広報紙やホームページ、SNS
　　や FM ラジオなど様々な手段で情
報発信を行っている。子育てアプリ「さ
んようおのだっこ」では子育てに関す
る行政情報を目的別に発信し、各保育
園、幼稚園の様子も随時更新している。
また、アプリ登録をしている人にはプッ
シュ通知で新着情報や提出期限のある
ものをお知らせしている。

A

　　利用者に配慮した分かりやすいものに改善
　　していきたい。
A

　　通院の交通費の取り扱いが利用者に徹底さ
　　れていない。しおりへの記載と保護開始時、
訪問などで説明するよう県は指導しているが、
どう考えているか。

Q

　　令和 4 年春に導入する公立保育所への保
　　育業務支援システムによって、どのような
成果を見込んでいるか。

Q

　　今後、検討していきたい。A

　　QR コードを使った登降園管理、保育士の
　　指導計画書の作成、保護者への一斉配信、
アンケート機能、保育士のシフト管理などがで
きる。導入によって保護者の利便性の向上と保
育士の業務改善が考えられる。

A

　　私が聞いた話では、利用者が不快に思う対
　　応や就職支度金制度を知らなかった例が
あったようだ。教育指導が必要ではないか。

Q

　　母子手帳アプリは県内で導入が進んでいる
　　が、本市の考えはどうか。
Q

　　制度については、その後上司がきちんと対
　　応をした。利用者が不快な思いをしないよ
うに、山口県の研修を積極的に受けるなどして、
職員の技量や資質向上に取り組んでいく。

A

　　予防接種のスケジュール作成や子供の成長
　　を日記のように記録できるなど便利な機能
があるため、子育て世代にとって有効な手段だ
と考える。本市も導入に向けて積極的な検討を
行う。

A

議
会
中
継
ペ
ー
ジ
を

チ
ェ
ッ
ク

【今回の一般質問】
・子育て支援の ICT 化
・小野田駅前のまちづくり
・ごみ問題

子育て世代へ
有効な情報発信を

恒恒つ
ね
ま
つ
け
い
こ

つ
ね
ま
つ
け
い
こ

松
恵
子

松
恵
子
議
員
議
員

子
育
て
情
報

【今回の一般質問】
・生活困窮者に福祉灯油制度を
・地球温暖化 = 気候危機打開
・プラスチックごみの分別

生活保護の申請は
国民の権利です

生
活
保
護
行
政

中中な
か
し
ま
よ
し
と

な
か
し
ま
よ
し
と

島
好
人

島
好
人
議
員
議
員

母子手帳アプリの早期導入を

「生活保護のしおり」の改善を
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《表紙の説明》　厚狭寝太郎の里おひなさまめぐりは、寝太郎の里と知られる山陽小野田市
厚狭で行われるひな祭りです。趣きのある厚狭駅前商店街内にひな人形やさげもんが飾ら
れ、振袖道中や酒蔵開きが行われますが、今年は残念ながら中止となります。

発行　山陽小野田市議会／編集　広報特別委員会／〒756-8601 山陽小野田市日の出一丁目 1 番 1 号
☎ 82-1182 ／ホームページ https://www.city.sanyo-onoda.lg.jp/site/sigikai/ ／発行日 令和 4年2月15日

　昨年 10 月に選挙が行われ、新議員 22 人
で任期 4 年の新たな船出をしました。
　「市民に開かれ、信頼され、期待に応え
られるよう、最も尊重すべき規範として定
めた議会基本条例に象徴される議会改革へ
の気概を胸に、議会が持つ機能を最大限発
揮するよう不断の努力を重ねていこう」と
いう髙松議長、中村副議長の理念の下、市
民の皆さまが直面している課題に迅速かつ
的確に対応してまいります。

　会期日程は、諸事情により変更される場

合があります。ご了承ください。

◎広報特別委員会
委員長　森 山 喜 久　　副委員長　福 田 勝 政
委　員　大井淳一朗      委　員　奥　 良  秀
委　員　笹 木 慶 之　　委　員   中 岡 英 二
委　員　宮 本 政 志　　

←全議案の審議結果は、ホームページに

　掲載しています。

12 月定例会 議決結果

議員名
伊

場

　

勇

大
井
淳
一
朗

岡

山

　

明

奥

　

良

秀

笹

木

慶

之

白
井
健
一
郎

恒

松

恵

子

中

岡

英

二

中

島

好

人

中

村

博

行

長
谷
川
知
司

福

田

勝

政

藤

岡

修

美

古

豊

和

惠

前

田

浩

司

松

尾

数

則

宮

本

政

志

森

山

喜

久

矢

田

松

夫

山

田

伸

幸

吉

永

美

子

髙

松

秀

樹

第二次山陽小野田市総合計画に係る基本構

想の改訂及び中期基本計画の策定について

【( 修正案を除く ) 原案】

可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

令和 3 年度山陽小野田市一般会計補

正予算 ( 第 14 回 ) について
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

山陽小野田市地域交流センター条例

の制定について
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

山陽小野田市厚狭地区複合施設条例の

一部を改正する条例の制定について
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

山陽小野田市公民館条例を廃止する

条例の制定について
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

山陽小野田市職員給与条例の一部を

改正する条例の制定について
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

○：賛成　×：反対　―：棄権又は欠席　　

髙松秀樹議員は議長であるため賛否の結果はありません。

ただし、施設の廃止の内容が含まれている条例については、特別多数議決（可決には議長を含む出席議員の 3 分の 2 以

上の同意が必要）となるため、議長も表決に加わりました。

月　日 本会議

2 月 21 日㈪ 議案上程・説明

3 月   3 日㈭ 代表質問

3 月   4 日㈮ 一般質問

3 月　7 日㈪ 一般質問

3 月   8 日㈫ 一般質問

3 月   9 日㈬ 一般質問

3 月 11 日㈮ 質疑・討論・採決

3 月 25 日㈮ 質疑・討論・採決

編集室より 3月定例会会期日程（予定）お知
らせ

◎賛否の分かれた議案の議決結果

本会議の日程


